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　　　　　　　　　　青年会議所（JC-Junior Chamber）は「明るい豊かな社会の実現」という同じ理想と使命感を持つ若い世代の人々を広く集め、友情を深めつつ、
強く影響しあい、刺激しあって若さが待つ未来への無限の可能性を自分たちの手で効果的に描き出し、青年の情熱から生まれる果敢な行動を結集すべく組織された団体です。
JCとは？
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（社）浜松青年会議所　広報マガジン

次世代創造フォーラ次世代創造フォーラム2010次世代創造フォーラム2010

～夢を叶え～夢を叶える7つの法則～つの法則～～夢を叶える7つの法則～
2月18日（木） 　次世代創造フォーラム2010　～夢を叶える７つの法則～　がグランドホテル
にて行われました。当日には、一般市民約600名ご来場いただき、夢について多くを学べた講演に
なったのではと思っております。北原照久氏、奥山清行氏、山崎理事長、コーディネーターを努めて
頂きました秋山雅弘氏から「笑顔が大事」「夢は口に出すこと」「小さな失敗をたくさんすること」
「質ではなく量をこなすこと」「プラスの人にはプラスの人が集まる」「人生はやり直しは出来ない、
でも出直しは出来る」などの夢を叶える秘訣や持論、また印象深い言葉を数多く頂戴しました。 ご
聴講いただけました市民の皆 様 や、浜松JCメンバーの夢に向かう第一歩になっていただければ
幸いです。ご協力いただけました方々には、深く御礼申し上げます。ありがとうございました。
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今年度、第二回献血推進事業を４月１１日(日)に開催しました。今回141名の方に献血の申込
みを頂き、そのうち104名の方に献血をして頂きました。ありがとうございます。（社）浜松青
年会議所では１９７５年よりこの献血推進事業を積極的に行なっております。私たちが献血推
進を３５年以上呼びかけているのは、血液は人工的に作ることも長期保存することも出来な
いものであり、医療機器等が日進月歩の進歩を遂げ設備は素晴らしいものが続々と開発され
ていても、その設備も輸血血液がなければまったく役に立たないものだからです。今後も地
域の医療・福祉を支えるためにこの活動を行なっていきます。７月１０月にも積極的に献血推
進を行なっていきますので引き続き皆さんの御協力の程宜しくお願い致します。

３月１１日（木）１９時～２１時、グランドホテル浜松 鶴の間にて、３月度例会 入会式を
開催いたしました。「奉仕」「修練」「友情」を基本に「明るい豊かな社会」の実現を共
通の理念とする青年会議所運動に賛同する、前期入会希望者２９名が入会いたしま
した。多くのメンバーが見守る中、ひとり一人、山崎理事長・望月直前理事長から入会
承認証とJCバッチを授与された後、新会員を代表して渥美洋平君が、「出会いを大
切にしながら明るい豊かな社会の実現を目指して活動します」と抱負を述べました。
また当日は２００９年度に（社）日本青年会議所監事を務められた伊藤清郷先輩（郡山
JC OB）に、「JCの魅力～新たなる可能性に向けて～」と題してご講演をいただき、
目的達成のために妥協をせずに努力することの大切さを教えていただきました。

2010年
4月11日（日）

2010年6月20日（日）浜松市立城北小学校
移動移動オーケストラ移動移動オーケストラ教室ラ教室移動オーケストラ教室第39回

6月20日(日)浜松市立城北小学校に於いて、移動オー
ケストラ教室を開催いたします。本年度で39回目を迎
える移動オーケストラは、毎年各地小学校の体育館等
に於いて(財)浜松交響楽団の演奏を聴き、実際に子供
たちが指揮をとりながら音楽を体感していただく(社)
浜松青年会議所の伝統的事業です。
移動オーケストラ教室の開催に興味のある方は、お気
軽に（社）浜松青年会議所までお問い合わせください。
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３月度例会 入会式グランドホテル浜松
鶴の間

新会員募集中
浜松青年会議所

JCは「まちづくり」「ひとづくり」に一生懸命取り組んでいます。

http://www.hamamatsujc.or.jp/
ホームページもぜひご覧ください!  

浜松JC 検 索

社団法人浜松青年会議所 会員拡大委員会
〒432-8036　浜松市中区東伊場1-3-1 グランドホテル浜松内 
TEL.053-454-6721　FAX.053-455-3563
E-mail: room@hamamatsujc.or.jp

お問い
合せ

会員の入会資格
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青年会議所の目的と意義に共鳴し、自発的な意思と情熱を持っていること
浜松市及びその一円に居住する満２０歳以上４０歳未満の品格ある者であること
最低月１回開かれる例会と委員会に出席できること
健全な社会人としての教養と良識のある方で正常な事業に従事していること
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４月１５日（木）グランドホテル浜松にて、『若手経営者セミナー＆大名刺交換会』を開催しま
した。第一部セミナーでは、税理士法人坂本＆パートナー代表・坂本孝司氏に「不況でも絶対
に負けない中小企業の法則」と題しご講演をいただきました。第二部の名刺交換会では参加
者約２００名が名刺交換を行ったほか、個人や会社のPRタイムにも積極的にご参加いただ
き、盛大に開催することができました。ご参加いただいたみなさま、ご協力いただいたみなさ
まありがとうございました。

2010年度の浜松青年会議所の活動の一部です。

こんな活動も
しています !開催事業案内
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広報委員長／竹内一　広報委員会／石野順司、藤田真一、飯田康人、萩田智之、東秀行、岡島英樹、加藤守啓、仲山端也、山本昌義

編集後記 EDITOR’ S NOTE

２０１０年度第２号となる「JC-wave５月号」はいかがでしたでしょうか？新年度がスタートしてから２月度公開例会・はままつ少
年の船など様々な事業がございました。我々広報委員会としましても、“笑顔溢れるまち浜松の創造”に向けて、皆様を笑顔にするよう
な情報を発信していきたいと思います。次号は９月発行予定です。どうぞ宜しくお願い致します。 

少年の船

子どもの笑顔を大切に、スポーツを通して子どもの居場所作りを進めて来ました。
２００８年１０月にスタートしたスマイルスポーツクラブ、この３月で１年半を経過しました。この間１００名を超える小学生が、浜松学院大学の体育館を拠点に、学生スタッフ
の指導の下、毎週月曜日と金曜日の夕方、４時３０分から６時まで、体育館を所狭しと汗びっしょりになって走り回っています。毎回行ってきた鬼ごっこも子どもたちはすっか
りルールを覚え、ケイドロ、島鬼、しっぽ取り、氷鬼、３色巴鬼、ＵＦＯ，ガッチャンなど、捕まえ役、逃げる役、見張る役、助ける役を楽しんでいます。１年生から６年生まで、一緒
に遊べる運動はそうあるものではありません。鬼ごっこは、特別な用具を必要とせずに、仲間と協力することが随所に表れる遊びです。しかも、そこに学生が入っても少しも
違和感がない。へたに手を抜こうものなら、あっさりと子どもに軍配が上がってしまいます。しっぽ取りでも、足の遅い子はすぐにしっぽを取られてしまいがちですが、そこを
チーム対抗にして、自分のしっぽがなくなっても仲間が取ってきてくれたしっぽをつければ復活できるというルールにして、少しでも一緒にプレーできるようにしました。すぐに
とられてしまう子を横目に、すばしっこい子は何度も相手チームのしっぽを取りに行き、チームの籠にしっぽを入れようと全力でプレーしています。そのうち「いつか自分もしっ
ぽを取れるようになり、チームの役に立とう」という思いが芽生えてくるのではないでしょうか。昨年夏には、はじめての合宿を行いました。西伊豆のやまびこ荘に２泊３日、学
生と子どもだけで過ごしました。行きは、ＪＲ在来線、伊豆箱根鉄道、修善寺からは観光バスで、帰りは土肥から清水まではフェリーという。２５°の温泉プールで好きなだけ泳
ぎ、また氷のように冷たい仁科川で泳いだり、２時間かけて丹野平という頂上が360度開けた山に登り、夜はキャンプフャイヤーをしたりしました。泊まった部屋は廃校に
なった学校の元教室に畳を敷いた大部屋で、子どもたちは２０人一部屋で２日間を過ごしました。たった２日間でしたが、自分でできることは自分でしようとの合言葉で、病人
も出ずに、たくましくなって浜松に帰りました。１２月からは、親子スマイルとして、月一回土曜日に親子で遊ぼうという企画も増やしました。いつもはやんちゃな子どもも親の前
ではいい子に変身するという驚きやお父さんが目一杯子どもとドッジボールに興じている姿など、とてもほほえましかったです。子どもたちにとって、学生はどんな存在だった
のでしょうか。クラブの宿題でクラブノートを書くのですが、子どもから学生へのメッセージがだんだん増えてくるのを見て、すっかり溶け込んでいる関係がわかります。少々乱
暴に接しても学生は怒らずに、余裕をもって接してくれる。また子どもを評価しない学生に安心して自分を出しているのがわかります。だから時には学生もフルパワーで力を
見せつけることもあるのです。親でも、先生でもない、お兄さんのような存在は、子どもをわくわくさせるようです。いよいよ第３期スマイルスポーツクラブが４月より始まります。
継続して参加している子どもたちが、クラブ集団をリードして行ってくれることを期待しながら、笑顔を絶やさぬ１時間半をこれからも大切にしていきたいと思います。

地域
大学と を

つ な ぐ
浜松学院大学
地域共創センター

学生が指導者となり、子どもたちにスポーツの楽しさを体験的に教えるとともに、
社会性とコミュニケーション力を向上させる手助けができないか？

・週２回行われるスポーツ指導の内容の企画、運営
・参加児童とノートを交換し、感想を次の指導にいかす
・夏季、冬季に行われる合宿

笑顔をモットーにスポーツができる環境づくり
活動事例 「スマイル・スポーツ」

実践内容

提案目的

地域共創センターが果たす役割
地 域 浜松学院大学地域共創センター 浜松学院大学

・ 商店街活性化の
  アイディアが欲しい

地域の課題

・ 保育者や保護者のための
  学びの場がほしい

・ 地域の課題に関心を持つ学生の存在

・ 教員が持つ専門的な知識とスキル

学内のリソース（資源）

・ 学生ならではの柔軟な発想と
  豊かな行動力
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案

・ 地域の課題、地域からの要望に
  関する情報の収集
・ 地域と学生の間をコーディネート

提案先／大学近隣の小学生

053-450-7003tel.浜松市中区布橋三丁目2番3号浜松学院大学地域共創センター
詳しいお問い合せは

地域情報発信


